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新潟日報夕刊記事「夢きらめきトーク@niigata」に於いて、秋山孝ポスター美術館長岡（APM）学芸員のたかだみつみが紹
介された。たかだは、創作木版画作品の創作活動を行いながら、2013年4月よりAPMの学芸員を務めている。
ここで、美術館に於ける学芸員の役割について紹介したい。美術館は博物館の一種であり、博物館法に於いて「学芸員は、
博物館資料の収集、保管、展示及び調査研究その他これと関連する事業についての専門的事項をつかさどる。（第4条4
項）」と記されている。博物館資料とは、作品をはじめ、それに関わる資料全てのことを指す。学芸員は、まず博物館資料につ
いての専門的知識を持つ必要がある。その他にも、博物館に関する知識や資料の取扱い方、管理、展示の企画・運営、教育
普及など、幅広い知識を求められる。日本の博物館に於いて、学芸員が担う仕事の内容はとても多い。一般的に学芸員は「展
示室の角でイスに座っている人」と誤解されがちであるが、実際は見えないところで、非常に多くの業務を行っている。
たかだは、現在、APMに於いて教育普及活動のひとつであるワークショップを主に担当している。APMではこれまでに7回の
ワークショップを開催した。ワークショップは、参加者に美術への関心を高めたり、楽しく美術を学ぶ場である。APMではそ
れだけではなく、美の女神が宿る神聖な場である美術館に於いて、美術の精神も学ぶワークショップを目指していきたいと
考えている。また、周辺地域や人とのコミュニケーションにも重きを置いた内容を心がけている。
学芸員は、博物館資料が好きだという気持ちと熱心な探求心の元、貴重資料の保持伝承という使命を持っている。また、博
物館資料という「もの」を対象とするのみならず、「人」や「社会」との関わりが大きく、知識だけでは成り立たない仕事であ
る。(APM 学芸員・たかだみつみ)
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